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平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

九
月
二
二
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

嵐
山
町
の
和
算
家
・
船
戸
悟
兵
衛 

 

一
、
は
じ
め
に 

船
戸
悟
兵
衛
貞
直
（
一
八
一
八
～
一
九
〇
三
、
八

十
六
歳
）
の
足
跡
を
知
ろ
う
と
、
嵐
山
町
越
畑(
お
っ

ぱ
た)

の
実
家
を
訪
ね
た
の
は
昨
年
の
十
月
の
こ
と
で

し
た
。
生
憎
留
守
だ
っ
た
の
は
、
事
前
連
絡
も
せ
ず

に
行
っ
た
私
の
ミ
ス
で
し
た
。
近
く
で
農
作
業
し
て

い
た
方
に
墓
地
の
場
所
を
教
え
て
頂
き
見
学
し
ま
し

た
。
さ
す
が
に
旧
家
で
あ
る
だ
け
に
立
派
な
墓
地
で

し
た
。
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
方
も
来
ら
れ
、
何
時

の
頃
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
こ
の
娘
さ
ん
に
結
婚

話
が
出
た
と
き
、
相
手
方
の
親
は
こ
の
墓
地
を
見
て

す
ぐ
に
結
婚
が
ま
と
ま
っ
た
」
と
い
う
話
を
し
て
い

ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
墓
石
や
文
献
等
か
ら
得
た
情
報
を
も

と
に
船
戸
悟
兵
衛
の
こ
と
を
述
べ
た
い
。 

 

二
、
人
物 

船
戸
悟
兵
衛
は
、
熊
谷
の
戸
根
木
格
斎
と
共
に
剣

持
章
行
か
ら
数
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
明
治
九
年
の 

 地
租
改
正
の
時
に
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

文
政
元
年
六
月
一
日
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
六
年

七
月
十
五
日
八
六
歳
で
没
。
剣
持
の
『
算
法
開
蘊
』

に
は
船
戸
悟
兵
衛
が
扱
っ
た
問
題
が
記
載
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
に
は
「
舩
戸
悟
兵
衛
貞
直
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
後
述
の
よ
う
に「
氏
任
」と
も
称
し
て
い
ま
す
。

船
戸
家
の
墓
地
に
天
保
十
三
年
に
建
て
た
西
国
坂
東

秩
父
順
礼
の
供
養
塔
が
あ
り
、
こ
の
碑
の
文
章
は
戸

根
木
格
斎
の
書
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
（
１
）
。
小
林
三

徳
の
算
額
に
は
「
船
戸
悟
平
氏
任
」
と
あ
り
（
本
誌
12

号
参
照
）、
ま
た
、
杉
山
村
川
袋
（
嵐
山
町
杉
山
）
の

内
田
祐
五
郎
が
戸
根
木
格
斎
に
学
ん
だ
の
は
、
船
戸

悟
兵
衛
の
紹
介
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。元
は「
舩

戸
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
の
慣
例
に
従
っ

て
以
下
「
船
戸
」
と
し
ま
す
。 

 

三
、
墓
誌
及
び
供
養
塔 

船
戸
悟
兵
衛
の
墓
は
家
か
ら
三
百
ｍ
程
離
れ
た
船

戸
家
の
墓
地
に
あ
り
ま
す
。 

三
上
義
夫
の
文
献(

２)

に
よ
れ
ば
、
「
位
牌
に
は

『
明
治
三
十
六
癸
卯
年
七
月
十
五
日
』
と
あ
り
、
三

十
三
回
忌
に
際
し
て
碑
文
を
刻
す
る
と
云
ふ
事
で
あ

っ
た
」
と
し
て
、
其
後
刻
入
さ
れ
た
文
を
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す
（
筆
者
碑
文
を
確
認
の
上
一
部
変

更
し
ま
し
た
）。 

  

翁
諱
氏
住
。
稱
悟
兵
衞
。
考
紀
道
。
妣
内
田
氏
。
文

政
元
年
六
月
一
日
生
。」 

年
甫
十
八
爲
里
正
。
資
性
實
直
。
公
私
克
勗
。
幕
府

末
造
。
公
武
合
體
之
」 

議
起
。
和
宮
東
下
也
。
翁
隨
領
主
酒
井
侯
上
京
。
掌

驛
站
事
。
明
治
維
」 

新
廢
藩
置
縣
。
命
入
間
縣
地
理
掛
及
戸
籍
掛
。
次
發

布
大
小
區
制
也
。」 

選
爲
副
區
長
。
督
區
内
各
村
戸
長
。
從
地
租
改
正
有

功
績
矣
。
稱
舩
戸
」 

家
中
興
祖
。
嵩
古
香
師
有
題
影
詩
。
能
悉
翁
生
涯
。

因
掲
代
銘
云
。」 

生
於
文
政
戊
寅
暦 

没
於
明
治
卅
六
年 

閲
歴
八

十
六
凉
燠
」 

踐
履
大
道
太
坦
然 

心
田
畊
稼
見
餘
地 

花
中
大

医
橘
中
仙
」 

尤
欽
家
庭
訓
誨
美 

三
男
七
女
聯
芳
妍 

嗚
呼
七

月
十
五
是
」 

何
日 

溘
焉
謝
世
就
永
眠
。 

（
注
）
里
正
＝
名
主
、
驛
站
＝
宿
駅 

 

十
八
歳
で
名
主
、
和
宮
東
下
の
と
き
領
主
酒
井
侯

に
従
っ
て
上
京
、
宿
駅
の
こ
と
を
掌(

つ
か
さ
ど) 
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り
、
明
治
維
新
・
廃
藩
置
県
の
と
き
入
間
県
地
理
掛
・

戸
籍
掛
、大
小
区
制
の
副
区
長
、地
租
改
正
で
活
躍
、

舩
戸
家
の
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
た
、
と
言
い
ま
す
。 

な
お
、
領
主
酒
井
侯
と
は
文
献(

４)

に
よ
れ
ば
、

「
旗
本
の
酒
井
友
之
丞
忠
行
（
二
千
石
）
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。 

諱
に
「
氏
住
」
と
あ
り
ま
す
が
、
悟
兵
衛
の
父
治

兵
衛
紀
道
の
墓
を
見
る
と
、
右
に
「
嘉
永
五
年
壬
子

十
一
月
十
四
日 

享
年
七
十
三
」、
左
に
「
施
主
舩
戸

悟
兵
衛
氏
任
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
文
献(

２)

に
は

悟
兵
衛
の
長
男
萬
平
求
玄
が
、
嘉
永
四
年
辛
亥
十
四

歳
で
没
し
た
墓
に
も
「
船
戸
悟
兵
衞
氏
任
長
男
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
氏
住
」は
誤
刻
な
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
船
戸
家
墓
地
の
入
口
脇
に
立
派
な
供
養
塔

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
湯
殿
山
・
月
山
・
羽
黒
山
、

西
国
・
坂
東
・
秩
父
の
順
礼
の
供
養
塔
で
、
越
畑
村

船
戸
悟
兵
衛
、
施
主
治
兵
衛
と
あ
り
ま
す
。
悟
兵
衛

が
順
礼
し
た
事
が
あ
り
、
父
の
治
兵
衛
が
こ
れ
を
記

念
し
て
建
て
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
書
は
、「
格
斎

木
貞
一
書
」
と
あ
る
か
ら
、
熊
谷
の
算
者
戸
根
木
興

右
衛
門
貞
一
号
格
齋
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
悟
兵

衛
は
戸
根
木
か
ら
算
法
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

        

四
、
算
術 

剣
持
章
行
の
『
算
法
開
蘊(

３)

』（
嘉
永
二
年(

一
八

四
九)

）に
記
載
さ
れ
て
い
る
船
戸
悟
兵
衛
が
扱
っ
た

問
題
は
次
の
よ
う
な
釣
り
合
い
と
重
心
に
関
す
る
問

題
で
す
。 

こ
の
解
読
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

今
図
の
よ
う
に
缺
け
た
長
立
円
（
楕
円
体
）
で
、

長
径
が
三
尺
、
矢
が
二
尺
、
重
さ
が
百
貫
目
の
も
の

を
真
横
に
置
い
た
と
き
、
矢
の
両
端
（
弦
と
背
）
で

こ
れ
を
揚
げ
る
各
重
さ
は
幾
ら
か
。 

答
は
、
弦
で
揚
げ
る
重
さ
は
六
十
貫
目
、
背
で
揚

げ
る
重
さ
は
四
十
貫
目
。 

解
き
方
は
、
長
径
を
置
き
矢
を
減
じ
て
余
り
を
極

と
名
付
け
、
之
を
倍
に
し
、
長
径
を
以
っ
て
加
え
、

極
を
以
っ
て
除
し
、
１
を
加
え
、
ま
た
は
減
じ
、
之

を
折
半
し
重
を
乗
じ
、
弦
と
背
の
揚
げ
る
重
さ
を
得

て
問
に
合
う
。 

 

こ
の
解
き
方
を
数
式
で
表
す
と
式
１
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。こ
の
問
題
を
現
代
的
に
解
く
な
ら
ば
式
２
、

図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

明
治
三
十
七
年
七
月
十
五
日
建 

 
 
 
 
 

男 

舩
戸
熊
吉 

乘
悟
院
圓
宗
自
覺
居
士 

（
碑
文
） 

  
 

天
保
十
有
三
年
歳
在   

     
壬
寅
冬
十
一
月
建
之 

 
 
 
 

格
斎
木
貞
一
書 

 

 
 

武
州
比
企
郡
越
畑
村 

     
 
 
 
 

舩
戸
悟
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 

 

施
主
治
兵
衛 
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参
考
文
献 

(

1) 

野
口
泰
助
『
埼
玉
県
数
学
者
人
名
小
辞
典
』 

(

2) 

三
上
義
夫
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者(

五)

」 

(

3) 

剣
持
章
行
『
算
法
開
蘊
』（
嘉
永
二
年
）
東
北
大 

(

4) 

高
柳
茂「
福
田
村
の
和
算
家
小
林
三
徳
に
つ
い
て
」（『
埼

玉
史
談
』
60
巻
１
号
） 

長
英
逃
亡
と
和
算
家
（
そ
の
三
）（
最
終
） 

 

七
、
意
外
な
人
間
関
係 

蛮
社
の
獄
と
長
英
逃
亡
を
調
べ
て
行
く
と
、
意
外

な
人
間
関
係
に
驚
く
。
歴
史
は
決
し
て
一
面
的
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
次
に
挙
げ
よ
う
。 

 

①
内
田
弥
太
郎
は
長
英
の
長
女
「
も
と
」
を
養
女

と
し
て
い
た
。
長
英
の
死
亡
し
た
後
、「
も
と
」
は
ど

う
な
っ
た
の
か
、
内
田
は
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
そ

の
資
料
は
な
く
不
明
で
あ
る
。
不
思
議
で
あ
る
。 

②
老
中
水
野
忠
邦
が
江
戸
湾
防
備
の
た
め
に
、
江

川
太
郎
左
衛
門
と
鳥
居
耀
蔵
に
調
査
を
命
じ
た
。
江

川
側
の
測
量
技
師
は
内
田
弥
太
郎
で
、
鳥
居
側
の
測

量
技
師
は
小
笠
原
貢
蔵
で
あ
っ
た
。
そ
の
貢
蔵
の
養

子
甫
三
郎
は
内
田
弥
太
郎
・
奥
村
喜
三
郎
に
師
事
し

て
蘭
学
を
学
ん
で
い
る
し
、
佐
久
間
象
山
と
交
流
し

て
い
る
（
横
浜
開
港
資
料
館
）。 

そ
し
て
、
そ
の
甫
三
郎
は
、
江
川
側
測
量
技
師
と

し
て
参
加
し
よ
う
と
し
た
時
に
鳥
居
耀
蔵
の
ク
レ
ー

ム
に
よ
り
帰
府
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
奥
村
喜
三
郎
の

甥
に
あ
た
る
。
甫
三
郎
が
貢
蔵
の
養
子
に
な
っ
た
の

は
天
保
十
三
年
で
、
家
督
相
続
は
弘
化
三
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

③
蛮
社
の
獄
の
摘
発
役
人
の
小
笠
原
貢
蔵
の
養
女

と
花
井
虎
一
は
縁
組
み
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
貢
蔵

と
虎
一
は
親
子
に
な
っ
て
い
る
（
天
保
十
三
年
）。
花

井
虎
一
は
宇
多
川
熔
庵
に
蘭
学
を
学
ぶ
し
、
崋
山
と

も
交
遊
が
あ
る
。
そ
の
虎
一
は
事
実
無
根
の
「
無
人

島
渡
航
計
画
」
を
で
っ
ち
上
げ
、
い
わ
ば
密
告
の
よ

う
な
形
で
崋
山
は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北

町
奉
行
の
大
草
高
好
は
訊
問
の
際
、
崋
山
に
、「
そ
の

方
、
意
趣
遺
恨
に
て
も
受
け
候
者
こ
れ
あ
り
や
」
と

問
う
て
い
る
。
奉
行
大
草
高
好
は
ね
つ
造
を
感
じ
取

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

④
林
八
千
雄
は
福
田
理
軒
の
紹
介
で
内
田
弥
太
郎

の
門
弟
に
な
る
。
そ
の
後
八
千
雄
は
内
田
の
女
婿
に

な
っ
て
い
る
。つ
ま
り
内
田
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。

そ
の
子
供
は
「
藤
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
八
千
雄

が
弥
太
郎
の
娘
と
別
離
す
る
と
き
、
内
田
は
「
藤
ハ

余
ノ
膝
下
ニ
オ
イ
テ
育
セ
ン
ト
熟
規
庭
訓
如
何
ト
モ

ス
ル
ヲ
不
能
、
生
子
ハ
過
慮
ス
ル
勿
レ
」
と
八
千
雄

に
云
い
、
互
い
に
涙
に
咽
ん
で
別
れ
た
。
そ
し
て
、

内
田
の
推
挙
で
こ
の
後
、
八
千
雄
は
大
塚
同
庵
の
門

弟
と
な
る
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
林
八
千
雄
は
、
幕
末
の
隠
れ
た

志
士
！
」
よ
り
） 

意
外
な
人
間
関
係
が
続
く
の
で
あ
る
。 

 

 

八
、
再
び
内
田
弥
太
郎 

既
述
の
よ
う
に
、
長
英
の
逃
亡
を
手
助
け
し
た
内

田
弥
太
郎
の
咎
め
は
な
か
っ
た
。
何
故
処
分
が
な
か

っ
た
の
か
謎
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
資
料
を
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

①
既
述
の
林
八
千
雄
に
つ
い
て
述
べ
た
資
料
に
は
、

   

 
 

重さが算出できる。

から、弦と背にかかるあとは釣り合いの原理

但し、

について解くとこれを

する）（楕円体の比重を１と

求めればよい。めるには次の平衡式を

を求心で切り取ったときの重矢の端点

は次式で与えられる。楕円体の断面（楕円）

以下、下図を参照。
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極、

とするとき

、重、矢長径

式１ 

式２ 

図１ 
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継
嗣
の
桑
原
雄
造
に
長
英
死
亡
の
時
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
書
き
残
し
た
と
あ
る
。 

「
長
英
自
刃
ヲ
聞
ク
有
リ
先
生
落
胆 

始
テ
其
ノ
実

ヲ
明
ス 
三
伯
ハ
長
英
ナ
リ
今
潜
匿
発
覚
ス
」
と
書

き
、
更
に
、「
予
子
弟
ノ
因
止
ヲ
得
ス
ト
雖
モ
隠
匿
ノ

罪
遁
ヘ
カ
ラ
ス
」、「「
塾
生
聞
皆
逃
去
ス
百
郎
一
人
止

テ
保
護
シ
訟
廷
ノ
事
一
切
引
負
師
ハ
疾
病
起
能
ハ
ス

ニ
テ
代
出
ス
」
と
続
く
の
で
あ
る
。 

八
千
雄
は
、
心
労
の
余
り
病
に
伏
し
た
師
の
危
機

を
救
う
べ
く
、
師
に
代
わ
っ
て
訟
廷
に
出
頭
し
て
奔

走
し
た
の
で
あ
る
。
奔
走
の
効
あ
っ
て
師
の
取
調
べ

を
回
避
し
て
内
田
弥
太
郎
の
罪
は
閉
門
百
日
と
い
う

軽
い
処
罰
で
済
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
林
八
千
雄
、
二

十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
（
因
み
に
内
田
は
四
十
五
歳

で
あ
っ
た
）。 

ま
た
、
八
千
雄
は
「
門
弟
は
皆
、
関
わ
り
恐
れ
て

逃
げ
去
っ
た
が
、
百
郎
（
八
千
雄
）
が
一
人
止
ま
っ

て
病
気
の
師
を
保
護
し
、
訟
延
の
こ
と
一
切
を
処
理

し
て
こ
れ
を
解
決
し
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
と
い

う
。 

 

こ
こ
に
は
、「
師
に
代
わ
っ
て
訟
廷
に
出
頭
し
て
奔

走
し
た
」
と
あ
る
が
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
ど
の
様

に
活
動
、
弁
術
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ

る
効
果
で
咎
め
が
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

「
八
千
雄
は
内
田
を
救
う
た
め
に
榊
原
藩
（
高
田

藩
）
を
説
得
し
て
幕
府
の
上
層
部
、
担
当
者
を
動
か

し
た
の
で
は
な
い
か
」、「
内
田
弥
太
郎
が
伊
賀
者
同

心
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
追
求
の
厳
し
さ
を
免
れ

る
要
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
こ
の
資
料
は

い
う
の
だ
が･･･

。 

 

②
『
文
明
開
化
の
数
学
と
物
理
』（
蟹
江
幸
博
・
並

木
雅
俊
著
）
に
は
、
内
田
が
咎
め
を
受
け
な
か
っ
た

こ
と
に
関
し
て
、「
長
英
の
長
女
を
養
女
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
し
て
も
不
思
議
で
あ
る
。
大
久
保
一
翁
や

崋
山
と
も
親
し
か
っ
た
川
路
聖
謨
や
江
川
英
龍
な
ど

の
幕
府
開
明
派
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
お
か
げ
な

の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。 

  

な
お
、
内
田
が
明
治
政
府
の
星
学
局
御
用
係
に
採

用
さ
れ
た
時
の
「
拝
命
之
記
」（
明
治
四
年
正
月
、
国

立
天
文
台
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  
旧
幕
府
之
節
家
督
後
天
保
十
年
己
亥
正
月
相
豆
房

総
四
箇
國 

要
地
巡
察
并
測
量
勤
仕
嘉
永
元
年
戊
申
四
月
ヨ
リ

毎
年
夏
相
州 

浦
賀
詰
西
洋
砲
術
取
建
并
海
岸
切
處
測
量
心
得
異

舩
渡
来 

之
節
萬
端
可
致
取
扱
旨
勤
仕
安
政
三
年
丙
辰
十
一

月
大
日
本 

総
國
御
軍
制
改
正
調
相
勤
申
候 

  

嘉
永
元
年
よ
り
毎
年「
相
州
浦
賀
詰
」と
あ
る
が
、

長
英
死
亡
で
幕
府
の
職
を
辞
し
て
い
る
と
の
資
料
も

あ
る
か
ら
そ
れ
に
従
え
ば
、改
め
て
安
政
三
年
に「
御

軍
制
改
正
調
相
勤
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
英

死
亡
か
ら
六
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
長
英
逃
亡
の
責

任
は
や
は
り
問
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
か
な
か
複
雑
で
あ
る
。 

（
年
表
省
略
） 
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そ
の
他  

 
 

（
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
七
日
） 

「拝命之記」（国立天文台） 


